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令和8年1月に福島県立図書館のホームページをリニューアルし、従来の機能の強化の他、新しい

コンテンツの提供も開始いたしました。今回は新しく開設した「福島県立図書館デジタルライブラリー」

を中心に、福島県を調べる上で役立つ当館ホームページのコンテンツをご紹介します。 

 

 

福島県立図書館デジタルライブラリー 

福島県立図書館では令和８年１月８日にデジタルアーカイブ「福島県立図書館デジタルライブラリ

ー」を開設し、当館がこれまでにデジタル化してきた資料をいつでもどこでもご覧いただくことができ

るようになりました。皆様にご活用いただくべく操作方法をご案内します。 

 

１．デジタルライブラリーの見つけ方 

福島県立図書館のページ（https://www.library.fcs.ed.jp/）を開きます。 

画面をスクロールしてピックアップメニューから「デジタルアーカイブ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福島県立図書館デジタルライブラリー」のページが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ③ ④ 

① 



2 

 

２．デジタルライブラリーの操作方法 

① キーワード検索 

公開している資料のタイトルや出版者などを検索できます。 

検索窓にキーワードを入れて検索してください。結果が表示されます。 

 

 

② 資料別検索 

資料の種類から探します。 

 

公開している資料は種類別に分けています。 

「地図」「写真」など探している資料の種類を選んでください。該当する資料が表示されます。 
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③ 市町村別検索 

各市町村に関連する資料を探すことができます。地域別で指定することもできます。 

地図から選択することもできます。キーワードが思いつかなくても資料を直感的に探せます。 

郷土調べの授業などでもご活用ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ スペシャルコンテンツ 

２種類ご用意しています。 
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（1）地図から探す昔の写真 

福島県立図書館デジタルライブラリーで公開している『福島県写真帖』（1908年刊）の写真を 

地図上の撮影地に配置しています。地図上のピンをクリックすると写真が開きます。 

 

※撮影地は推定によります。   

 

写真をクリックすると『福島県写真帖』の該当ページが表示されます。 
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（2）古地図・絵図と現代地図の比較 

古地図と現代の地図を重ねて表示します。 

 

重ねて表示させたい地図を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右下に表示させているスライドバーを動かすと地図の透過度を調節できます。 

縮尺等は完全には一致しませんのでおおよその位置とご理解ください。 
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地図は拡大・縮小ができます。 

 

 

３．各資料の見方 

一覧画面から見たい資料を選択してクリックします。 

 

 

 

① 

② 



7 

 

① 画像をクリックした場合 

資料の画像が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像の上にポインタを置くと「＜」が表示されます。 

この上でクリックすると次のページへ進みます。 

 

 

「＞」の上でクリックすると前のページへ戻ります。 

ページをめくる感覚で画像を見ることができます。 

左側に表示されているサムネイルから該当ページを選択することもできます。 
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② 資料のタイトルをクリックした場合 

 

資料のタイトルや著者、出版者など元資料の書誌情報が表示されます。 

 

４．画像の利用 

福島県立図書館デジタルライブラリーで公開している各資料の画像は元資料の著作権保護期間

が満了したもの（パブリックドメイン 略称：PDM）と判断し、利用にあたって著作権法上の制約が存

在しないものとして公開しています。画像のダウンロードの機能もありますので皆様のアイデアで様々

にご利用ください。詳しい利用規定はサイトで公開しておりますのでご利用の前にご参照ください。 

 

（地域資料チーム 田中信乃） 
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福島のことを調べる（地域・行政資料） 

当館ホームページでは、福島県のことを調べる際に役立つ情報をまとめ、「福島のことを調べる（地

域・行政資料）」というページに集約して提供しています。「デジタルライブラリー」と「本の森への道し

るべ（パスファインダー）」へのアクセスもこのページから可能です。今後も新しい情報など随時更新し

ていきますので、福島県に関する調査の基点としてご活用ください。 

 

1.アクセス方法 

福島県立図書館ホームページ（https://www.library.fcs.ed.jp/）より、「調べもの」＞「福島の

ことを調べる（地域・行政資料）」を開きます。 
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2.提供コンテンツ 

地図 

当館が所蔵している県内の住宅地図および国土地理院地図を一覧にして掲載しています。 

住宅地図は中通り・会津・浜通りの自治体別に発行年を一覧表にしてまとめています。国土地理院

地図は縮尺別に一覧表にしてまとめています。一覧には当館で所蔵している地図の発行年を記載し

ていますので、お求めの年代の地図の所蔵があるか、ホームページ上でご確認いただけます。 

 
住宅地図 

 
国土地理院地図 

 

県史・市町村史目次 

福島県内市町村史の目次を作成し、順次公開する作業を進めています。現在公開が完了している

市町村史は以下の43点です（令和8年2月現在）。 

 福島県史 

 福島県史資料所在目録 

 福島県史文献目録 

 福島県史編纂記録 

 飯野町史 

 伊達町史 

 保原町史 

 桑折町史 

 国見町史 

 川俣町史 

 二本松市史 

 安達町史 

 岩代町史 

 東和町史 

 白沢村史 

 長沼町史 

 滝根町史 

 常葉町史 

 表郷村史 

 東村史 

 浅川町史 

 古殿町史 

 西郷村史 

 中島村史 

 塙町史 

 本郷町史 

 相馬市史 

 原町市史 

 新原町市史 

(第2巻は未刊) 

 鹿島町史 

 鹿島町誌 

 小高町史 

 新地町史 

 飯舘村史 

 広野町史 

 楢葉町史 

 富岡町史 

 川内村史 

 大熊町史 

 双葉町史 

 浪江町史 

 葛尾村史 

 いわき市史 
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福島県報目次 

福島県報の目次を順次公開する作業を進めています。現在以下の年代の目次の公開が完了して

います（令和8年2月現在）。 

 明治21年7月～8月、11月～12月 

 明治22年1月～6月、8月～9月、12月 

 明治25年1月～12月 

 明治26年1月～12月 

 明治27年1月～12月 

 明治28年1月～12月 

 明治29年1月～12月 

 明治30年1月～12月 

 明治31年1月～12月 

 明治32年1月～4月、11月～12月 

 明治33年1月～12月 

 明治34年1月～12月 

 明治35年1月～12月 

 明治36年1月～12月 

 明治37年1月～12月 

 明治38年1月～12月 

 明治39年4月～12月 

 明治43年4月～5月 

 明治44年1月～2月、7月～12月 

 明治45（大正元）年1月～2月、7月～12月 

 大正2年1月～12月 

 大正3年3月～12月 

 大正4年1月～12月 

 大正5年1月～12月 

 大正6年1月～12月 

 大正7年1月～12月 

 大正8年1月～4月 

 大正9年1月～12月 

 大正10年1月～12月 

 大正11年1月～12月 

 大正12年1月～12月 

 大正15年6月～7月 

 昭和2年1月～12月 

 昭和3年1月～12月 

 

 

県内行政機関発行資料一覧 

当館では平成26年より毎年当館で所蔵している県内行政機関による発行資料を一覧にして公開

しています。現在公開している一覧は以下の9点です（令和8年2月現在）。 

 令和6年1月から令和6年12月受入分 

 令和5年1月から令和5年12月受入分 

 令和4年1月から令和4年12月受入分 

 令和3年1月から令和3年12月受入分 

 令和2年1月から令和2年12月受入分 

 平成30年1月から令和元年12月受入分 

 平成29年1月から平成29年12月受入分 

 平成27年10月から平成28年12月受入分 

 平成26年4月から平成27年9月受入分 



12 

 

また、インターネットで公開されている行政資料を調べるには国立国会図書館のインターネット資料

収集保存事業（WARP）が有用です。WARPについては章末のコラムにてご紹介していますのでご覧

ください。 

 

ふくしまについて調べるためのデジタル化資料 

国立国会図書館デジタルコレクションでインターネット公開されている資料の中から、福島県に関係

する資料を紹介しています。以下の7つの項目別にまとめています。 

 ふくしまの先人たち 

 人を調べる～伝記・名簿～ 

 土地を調べる～地誌・地図～ 

 名所を調べる～絵図・紀行など～ 

 磐梯山噴火を調べる 

 ふくしまの産業・農業を調べる 

 ふくしまの民謡を聞く 

 

福島県郷土資料情報 

当館発行の福島県の郷土資料を紹介した刊行物です。1986年刊行の創刊号から最新のNo.66

（本資料）の目次情報を掲載しています。No.37（1999年8月）からNo.42（2002年3月）は一部の

内容を、No.43（2003年3月）以降は全文をこのページ上でご覧いただけます。 

 

レファレンス事例集（福島県） 

国立国会図書館のレファレンス共同データベースに掲載の情報を検索できます。 

 

福島県について調べるリンク集 

福島県を調べる際に役立つサイトの情報を以下の〇つの項目別にまとめています。 

 統計 

 福島県に関すること 

 市町村に関すること 

 新聞 

 法令 

 文化施設 

 Webサイト 
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.コラム  国立国会図書館インターネット資料収集保存事業（WARP） 

インターネットで公開されている行政資料は、国立国会図書館のインターネット資料収集保存事業

（WARP）によって定期的に収集保存が行われています。保存された行政資料は国立国会図書館内

以外でも、発信者の許諾が得られたものはWARPのホームページや国立国会図書館デジタルコレク

ションで公開されているため、インターネット環境上で閲覧することができます。 

また、2025年12月25日にリニューアルされたWARPでは、自治体のまとめページにアクセスする

と、今まで自治体のホームページで公開されてきた行政資料が「電子雑誌」として一覧にまとめられて

います。 

例）当館発行の「福島県郷土資料情報」を閲覧する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北地方より「福島」をクリック 

トップページの「地方公共団体」をクリック 
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「このウェブサイトに含まれる電子雑誌等」をクリック 

県内の自治体別一覧が表示されるので「都道府県」 「福島県」をクリック 

「郷土資料情報」 「詳細を見る」をクリック 
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福島県のWARPの収集状況は令和8年2月現在、福島県のほか市町村が旧自治体や複数市町村

から成る協議会等も含めて100市町村、特別地方公共団体が29団体となっています。 

現在館内限定の自治体・団体も、今後公開の許諾が下りればインターネット上から閲覧可能になり

ますので、随時チェックしてみてください。 

 

（地域資料チーム 吉澤風花） 

閲覧したい保存日の日付の「保存したサイトを確認」をクリック 

該当日のWeb サイトが表示される 



福島県立図書館所蔵 貴重郷土資料探照 26 

『福島新聞』と明治期の地方紙 
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『福島新聞』明治22年2月11日（月）第1852号題字 

 

図書館資料としての新聞は、独自の位置を占めているように思われる。五十年、百年以上前の資料

が調査研究のためばかりでなく、より一般的な興味関心の対象として日常的に閲覧希望が寄せられ

る。こうした資料はそう多くはない。その理由は、新聞という媒体が広く市井の人びとを読者として、日々

の出来事を伝え、発行を積み重ねてきたことにあるだろう。各紙の性格が異なることを前提としても、

図書資料からは得られない多様な情報こそが魅力だと言える。古い新聞を開く人は、歴史的な事柄は

もちろん、例えば曾祖父母が生きた時代の空気感を味わうかもしれないし、自身の思い出の出来事を

見つけるかもしれない。きょう発行された新聞もまた、やがてそのように読まれる時が来るだろう。将来

にわたって大切に保存されるべき資料だと言える。 

わが県の地方紙の歴史は、明治初期に遡る。「若松」「福島」「磐前」の三県を合併して新たな福島

県が誕生したのは明治九年八月。それ以前の三県の時代に『若松新聞誌』（明治六年一月）、『福島

新聞』（同年四月）、『磐前新聞』（同年十一月）が創刊となっており、福島県における新聞史の始まり

とされている。各紙は官制、いわば県庁の機関紙として主に県の令達等を伝えたようだが、いずれも長

くは続かず三県合併を待たずにその発行を終えた。官制『福島新聞』は創刊翌年の明治七年五月に

廃刊し、県では県報を発行するようになった。しかし、『福島新聞』はこれで終刊とはならなかった。県

から交渉をうけた福島稲荷神社の宮司・丹治経雄が、稲荷神社前に「開明社」という発行所を設立し

て民営の『福島新聞』を発行することになる。その際の条件は、①印刷機は県所有のものを使用する。

②新聞は毎号相当部数を県で買い上げる。③新聞は県情を記載するというものであった。なお『福島

県史』『福島市史』によれば、官制と民営の『福島新聞』には、各々の廃刊・創刊に際して重複して発

行していた時期があり、官制廃刊を受けて直ちに民営に移行したという時系列ではないようである。 

第二次『福島新聞』は『官許 福島新聞』として明治七年二月十六日に第一号を発行したが、長く

維持することは難しく、翌八年に廃刊となる。しかし経営者であった丹治は新聞発行を諦めず、今度は

県の援助を受けない形で新たに『信夫新聞』（同八年八月）を創刊する。この新聞は明治十一年に第

三次『福島新聞』、翌十二年に『福島毎日新聞』と改題しながら発行を続けていく。当時福島県では
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自由民権運動が盛り上がりをみせており、次第に政論新聞としての性格を強めていった本紙は複雑

な歩みを見せている。『福島県史』に以下の記述がある。 

 

「『福毎』は自由党の機関紙化して来るに従って官権の圧迫も激しくなって福島での発行が不可

能となり、十三年十一月『僊台福島毎日新聞』と改題して、仙台で印刷、さらに十四年四月『仙

台絵入新聞』と改題して福島はその支社となる。こうして県内には民権運動を推進する自由党幹

部一三名が発起人となって資本金一万円、一株一円の株式募集計画がたてられ、十五年七月

二十五日『福島自由新聞』が創刊される」 

(『福島県史 第４巻』福島県，1971，p.1036） 

 

『福島自由新聞』（福島自由新聞社）創刊の明治十五年とは、河野広中を中心とした自由民権運

動の勢力と、三島通庸県令との対立が頂点に達していた時であった。喜多方事件、それに続く福島事

件という激動のために、わずか七号の発行で翌十六年八月には廃刊となってしまう。この時期の県内

の状況については、『福島県史 第４巻』『福島市史 第４巻』『福島縣政治史 上巻』等に詳しい。こ

の『福島自由新聞』創刊の翌月である明治十五年八月に第四次『福島新聞』が創刊される。『福島

新聞』という名称は四度目の登場となるが、その性格がとみに異なることに注意したい。この新聞は、

三島県令が主導し『福島自由新聞』に対抗すべく発行した御用新聞と目される。『新聞販売百年史』

に次の記載が見られる。 

 

「（…）福島自由新聞を弾圧した三島県令は自由党撲滅を任務として赴任したので、対抗上自

派帝政党系の新聞を発行し、福島事件を中核とする民権派の政治活動を封ずる策に出た。明治

十五年八月に発刊し経営者の交代・印刷発行地の移動など数奇にとみながら昭和十三年まで

継続した福島新聞がそれである」 

（『新聞販売百年史』日本新聞販売協会，1969，p.365） 

 

第四次『福島新聞』については、『福島県史』『福島縣政治史 上巻』『福島民報百年史』『福島民

友新聞百年史』等を見ても、概ね同様の見方がなされている。『福島新聞』はその後民間資本に移行

して中立化していくが、「政治的色彩は依然として吏党的」（『福島県史 第四巻』p.1037）、「政府

擁護の論調は変わらなかった」（『福島民報百年史』p.22）、「中立をうたっても官憲の干渉は厳しい

ものがあったようである」（『福島民友新聞百年史』p.55）といった言及も見られ、どこまで読者の支

持を得られたかは疑問なしとしない。しかしながら、明治二十五年八月に『福島民報』が、明治二十八

年五月に『福島実業新聞』（福島民友新聞の前身）が創刊されるまでは、およそ十年間にわたり『福

島新聞』が県内唯一の新聞と言ってよい状況であって、本紙が重要な資料であることに変わりない1。

先に引いた『新聞販売百年史』によれば、その発行部数は明治十六年が十二万六千枚、明治十九年

が六十五万八千枚、明治二二年には八〇万三千枚とある（p.363）。『福島民報』と『福島民友』が
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創刊してからも『福島新聞』は経営体制を変えながら発行を続けたが、ついに昭和十三年一月一日

に廃刊した2。 

福島県立図書館所蔵の『福島新聞』は、明治十五年十一月一日付け第五一号からで、多くの欠号

を含むものの昭和十二年十二月二十九日付け第一万八千七百八十二号までをマイクロフィルム化

し、閲覧に供している3。創刊号から廃刊まで揃っていないことは残念ではあるが、先に述べたように、

明治十五年以降の約十年間は、福島の新聞を調べようと考えればこの資料に依るほかない。前段ま

でに多くの紙幅を費やしたが、『福島新聞』を冠する紙面が何度か登場すること、そして明治の新聞黎

明期4における御用新聞、政論新聞といったものの性格を概観しておくことが、資料活用のうえで有益

となれば幸いである。 

 

 

〈注〉 

1 この間、明治 22 年創刊の第 1 次『福島実業新聞』（太田虎之助）は 1 年足らずで廃刊となっている。 

2 主な経営の変遷については『福島大百科事典』等にまとめられている。大正十三年には中外商業新報（現在の日

本経済新聞）に買収されたが、不振が続き昭和七年に発行を休止。助川啓四郎・半谷真雄らの手に移ったのち昭

和十三年に廃刊。『福島大百科事典』ではこれを第五次とする。 

3 マイクロフィルム以外に一部デジタル化した資料を所蔵する。両者を併せても欠号多数。 

4 『福島県史 第 20 巻』pｐ.1249-1250、『『ふくしま新聞史読本』pｐ.24-２５に新聞年表あり。この時期に創刊・

改題・廃刊した新聞を確認することができる。 

 

 

〈参考文献〉 

 『福島県史 第４巻』福島県／編集・発行，1971 

 『福島県史 第２０巻』福島県／編集・発行，1965 

 『福島市史 第４巻』福島市史編纂委員会／編，福島市教育委員会，1974 

 『福島縣政治史 上巻』（復刻版）諸根樟一[ほか]／著，吾妻書館，1982 

 『新聞販売百年史』日本新聞販売協会／[編]・[発行]，1969 

 『福島民報百年史』福島民報社百年史編集委員会／編，福島民報社，1992 

 『福島民友新聞百年史』福島民友新聞百年史編纂委員会／編，福島民友新聞社，1995 

 『ふくしま新聞史読本』町田久次／著，歴史春秋社，2018 

 『福島大百科事典』福島民報社／編集・発行，1980 

 

 

 

（地域資料チーム 髙橋則恭） 



令和 7年度「福島を生きる講座」実施報告 
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当館では県民が福島について知識を深め新たな活動につなげることができる講座「福島を生きる

講座」を開催しています。今年度開催した第1回および第2回の当講座の内容について紹介します。 

 

第1回「斎藤さんと一緒に考える気候変動とこれからの暮らし」 

講  師：斎藤恭紀 氏（福島テレビ専属気象予報士・防災士・気象キャスター） 

開催日：令和7年7月12日（土曜日）14時から15時30分 

場所：講堂 

参加人数：82名 

 

福島テレビの専属気象予報士として「テレポートプラス」などで活躍され、県内各地で気象や防災

に関する講演会を多数実施されている斎藤氏をお招きし、気候変動に関する講演を行っていただきま

した。 

福島県で過去発生した災害の話から、気候変動がもたらす生活への影響や今後の気象動向、減

災に向けた対応などについて、天候の変化の仕組みを交えてお話しいただきました。 

軽やかで洗練された語り口に、会場内は大いに引き込まれました。お子さまと連れ立ってのご参加

も見受けられ、多様な世代の方々が、改めて防災意識を高めることのできた時間となりました。明日か

ら使える防災対策のお話もあり、大変好評でした。 
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第2回「明治時代の白水阿弥陀堂の修復と日本美術院」 

講 師：渡邉智裕 氏（公益財団法人福島県文化振興財団 歴史資料課長） 

開催日：令和7年10月25日（土曜日）14時から15時30分 

場所：第1研修室 

参加人数：29名 

 

県内唯一の国宝建造物・白水阿弥陀堂について長く調査されている渡邉氏に、明治時代の文化財

保護行政の下でなされた白水阿弥陀堂の大規模な修復に至る具体的な経緯や、堂内の仏像を修復

した岡倉天心主宰の日本美術院の活動についてお話しいただきました。 

岡倉天心一派と当県との関わりや人間模様を織り交ぜつつ、当時の公文書や写真を見ながらの分

かりやすい解説に、参加者からは大変面白かったとの声が寄せられました。講演終了後、会場内で展

示されていた関連資料を借りていかれる方もいらっしゃいました。 

 

※本講演は福島県歴史資料館移動展「明治時代の白水阿弥陀堂」（令和7年10月3日から11月5

日）の関連事業として開催されました。 

 

 

（企画管理部 佐々木愛） 



福島の児童文学者 41 

八百
や お

板
いた

 洋子
よ う こ

（1946-2025） 
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プロフィール 

翻訳家、児童文学者。1946（昭和 21）年 4月 1日生まれ、福島県伊達郡飯野町（現福島市）出

身。県立福島女子高等学校卒。父は国会議員の八百板正。結婚後の姓は折方。 

幼少期から父親が国際会議や視察で訪れた国から持ち帰る外国の絵本に触れて育つ。中央大学

文学部に在学中、父親が持ち帰ったブルガリアの詩集の英語版をひもとき、ペイヨ・クラチョーロフ・ヤ

ーヴォロフの詩に衝撃を受ける1。 

大学を卒業後、1970 年秋から 1973 年にかけての２年半、ブルガリアの文部省の国費留学生と

して、ソフィア大学大学院言語学研究科でゲオルギー・ベセリノフ教授の指導を受ける。 

帰国後は東欧の詩や民話の翻訳家として活躍した。また、児童文学の著作・訳書に『もりのてぶくろ』

（ナターリヤ・チャルーシナ／え、福音館書店、2004）、福島県三春町の民芸品に材を採った絵本『あ

っくんとデコやしき』（垂石眞子／絵、福音館書店、2020）、『うそをついてごめんね』（バレリ=ペトロ

フ／さく、鈴木幸枝／え、学習研究社、1981）などがある。 

『ふたつの情念 ヤーヴォロフ詩集』（新読書社、1976）で第 13 回日本翻訳文化賞特別賞・翻訳

功労賞、『吸血鬼の花よめ ブルガリアの昔話』（高森登志夫／絵、福音館書店、1996）で第 33 回

日本翻訳文化賞、『ソフィアの白いばら』（福音館書店、1999）で第 48回日本エッセイスト・クラブ賞

及び第 47 回産経児童出版文化賞、『猫魔ヶ岳の妖怪 福島の伝説』（斎藤隆夫／絵、福音館書店、

2017）で第 65 回産経児童出版文化賞美術賞、『金の鳥 ブルガリアのむかしばなし』（さかたきよ

こ／絵、BL出版、2018）で第 25回日本絵本賞を受賞した。 

2010年から 2013年まで、本県文学賞エッセー・ノンフィクション部門審査委員を務めた。また、福

島市立図書館には 2019 年から「八百板洋子文庫」が開設されており、2025 年時点で 320 冊を

所蔵している。 

2025（令和 7）年 2月 18日、78歳で逝去。 

 

ブルガリアへ留学、翻訳者として 

1970年当時、ブルガリアは東欧一の留学生受け入れ国であったといい2、八百板はアジアやアフリ

カなどの様々な国の留学生と交流した。八百板の代表作である『ソフィアの白いばら』は、自身を主人

公に留学時代の出来事をつづったノンフィクション作品である。 

帰国後に出版された『ふたつの情念 ヤーヴォロフ詩集』には、本県出身の詩人・草野心平が序文

を寄せている。八百板は草野の詩集『第百階級』を愛読しており、ヤーヴォロフの訳詩を数点、草野に

送っていた。1975 年 7 月、八百板が日赤病院に入院中の草野を訪ね3、以来 10 年教えを受けた。

『ソフィアの白いばら』には、草野について「ものを書くようになってから」の「三人の師」のうちのひとり

だと記されている4。 

『ふたつの情念』出版後は、40年以上にわたり、東欧の民話や児童文学の翻訳に尽力した。2011

年 5 月にはブルガリアの詩や民話を日本に紹介してきた功績が称えられ、ブルガリア共和国文化大

臣より文化功労賞とメダルが贈られた5。 
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民話との出会い、故郷への思い 

ブルガリアの家庭では客を招いた際に互いに昔話を語り合うことがあり、八百板は寄宿舎のルーム

メイトであったブルガリア人のヴォルガの実家に招かれた際、ヴォルガの祖母から昔話を聞いたことが

きっかけで民話の採録を始めた。「歴史書を何冊も読むよりも、その方が、ブルガリアをもっと知ること

ができるような気がした」6という。児童文学者の内田莉莎子、松谷みよ子の両氏の薫陶を受け、東欧

だけではなく東北の民話の採集にも携わった。 

「幼い日々に好きな絵本や民話に一つでも巡り合えた子どもは、物に囲まれて育つより、ずっと豊か

な感性になるのではないだろうか。私たちが生活の中で体験できることには限りがあるが、絵本や昔

話を通して、いろいろな世界を知ることができる」7と八百板は語っている。 

晩年には福島の民話を収めた絵本『猫魔ヶ岳の妖怪 福島の伝説』を出版する。同書は東日本大

震災後に、「後世に残したい福島の伝説を絵本にしたい」と現地取材を重ね誕生した8。刊行に際して

のインタビューでは「人々は昔から、この自然の恵みを享受しながら、自然と共存して暮らしてきました

が、東日本大震災と原発事故で、はかり知れない多くのものを失いました。今なお、海も川も、湖も泣

いています」と震災と原発事故で福島の自然や産業が失われたことに言及している9。 

 

 

〈注〉 

1 ヤーヴォロフとの出会いから留学、民話の翻訳に関しては、八百板洋子「多民族の文化が重なりあうバルカン半

島」（「EPiC World」2007.10，58号=2007Autumn，p8-11）に詳しい。 

2 八百板洋子『ソフィアの白いばら』（福音館文庫，2005.6，p63） 

3 八百板洋子「秘蔵の書」（「一冊の本」2000.9，5巻9号=通巻54号 p52-53） 

4 前掲２、p442 

5 宝田茂樹「話題の本 もりのてぶくろ ブルガリアの称賛受けた絵本」（産経新聞 2011年7月16日 18面） 

6 八百板洋子「民話が育む思いやりの心」（公明新聞 2001年7月22日 6面） 

7 前掲6 

8 福島子どもの本をひろめる会「よんじゃお！」（福島民友みんゆうジュニア情報局 2017年5月6日 3面） 

9 八百板洋子「『猫魔ヶ岳の妖怪』―祖先からのおくりものー」（「あのね 福音館だより」2017年３月号=294号） 

 

 

 

（児童資料チーム 田中希美） 



福島県立図書館所蔵　八百板洋子主要著作リスト

※書名の五十音順

※同一出版社の出版年違いは最新版のみ掲載

※雑誌記事、アンソロジーは除く

※請求記号は児童資料を優先して記載しているため、閲覧・貸出ご希望の際はこどものへや・児童図書

　　研究室まで

詩集・ノンフィクション
書名 著者 出版社 出版年 シリーズ名 請求記号

詩集ふたつの情念
ヤーヴォロフ／［著］

八百板 洋子／訳
新読書社 1976 LA911.5/Y13/1

ソフィアの白いばら 八百板 洋子／著 福音館書店 2000 916/ﾔ

ソフィアの白いばら 八百板 洋子／作 福音館書店 2006 福音館文庫 916/ﾔ

昔話・昔話絵本
書名 著者 出版社 出版年 シリーズ名 請求記号

いちばんたいせつなもの

バルカンの昔話

八百板 洋子／編・訳

ルディ・スコチル／画
福音館書店 2007

世界傑作童話

シリーズ
388/ﾔ

いのちの水 ブルガリアの昔話
八百板 洋子／再話

ベネリン・バルカノフ／絵
福音館書店 2022

世界傑作絵本

シリーズ
P/ﾊﾞﾍﾞ

イワンカとマリイカ

ブルガリアの昔話

八百板 洋子／再話

大畑 いくの／絵
福音館書店 2020 こどものとも P/ｵｲ

おうさまのくれたごほうび

ブルガリアの昔話

八百板 洋子／再話

岡田 知子／絵
福音館書店 2010 こどものとも P/ｵﾄ

おおかみだんなとろば

アルバニアの昔話

八百板 洋子／再話

早川 純子／絵
福音館書店 2006

こどものとも年

少版
P/ﾊｼﾞ

おじいさんのき
アンナ・ツッソ－バ／絵

八百板 洋子／文
学習研究社 2005

学研ワールドえ

ほん
P/ﾂｱ

きこりとテーブル

トルコの昔話

八百板 洋子／再話

吉實 恵／絵
福音館書店 2022

特選こどものと

もライブラリー
P/ﾖﾒ/ｍ

吸血鬼の花よめ

ブルガリアの昔話

八百板 洋子／編・訳

高森 登志夫／絵
福音館書店 1997 388/ﾔ

吸血鬼の花よめ

ブルガリアの昔話

八百板 洋子／編・訳

高森 登志夫／画
福音館書店 2005 福音館文庫 989/ﾔ

きれいになったおよめさん
アンナ・ツッソ－バ／文・絵

八百板 洋子／訳
学習研究社 1992

学研ワールドえ

ほん
P/ﾂｱ

きれいになったおよめさん
八百板 洋子／文

赤坂 三好／絵
鈴木出版 2003

こどものくにチュー

リップ版　31（7）
P/ｱﾐ

きんのさかな
ルーク・クープマン／絵

八百板 洋子／文
学習研究社 1999

学研ワールドえ

ほん
P/ｺﾚ

きんのさかな

マケドニアの昔話

八百板 洋子／再話

スズキ コージ／絵
福音館書店 2024 こどものとも P/ｽｺ

23



金の鳥

ブルガリアのむかしばなし

八百板 洋子／文

さかた きよこ／絵
BL出版 2018 P/ｻｷ/ｍ

きんのねこ

ベラルーシの昔話より

八百板 洋子／再話

平子 真理／絵
福音館書店 2006 こどものとも P/ﾋﾏ

コウノトリのおくりもの

ウズベキスタンの昔話

八百板 洋子／脚本

日紫喜 洋子／絵
童心社 2023

ともだちだいす

き

K/ｺｳ

※紙芝居

３びきのくま
ニコライ・ウスチノフ／絵

八百板 洋子／文
学研 2010

学研のおとぎば

なし
P/ｳﾆ

十二のつきのおくりもの
八百板 洋子／文

岩本 康之亮／絵
学習研究社 1990 学研えほん館 P/ｲｺ

すずめとあおいたま

ブルガリアの昔話

圭 永子／絵

八百板 洋子／文

チャイルド本

社
1992

おはなしチャイ

ルド
P/ｹｴ

たまごをうってこぶたをかって

ブルガリアの昔話

八百板 洋子／再話

日置 由美子／絵
福音館書店 2019 P/ﾋﾕ

つばさをもらったつき

ブルガリアのむかしばなし

八百板 洋子／文

赤坂 三好／絵

フレーベル

館
2000 しあわせの昔話 388/ﾔ

つばさをもらった月
八百板 洋子／文

南塚 直子／絵
ほるぷ出版 1994

世界みんわ絵

本
P/ﾐﾅ

ナスレディンのはなし

トルコの昔話
八百板 洋子／再話 福音館書店 2012

ランドセルブック

ス
388/ﾔ

ななつのほし
アンナ・ツスソウバ／絵

八百板 洋子／文
学研 2010

学研のおとぎば

なし
P/ﾂｱ

猫魔ケ岳の妖怪 福島の伝説
八百板 洋子／再話

斎藤 隆夫／絵
福音館書店 2017

日本傑作絵本

シリーズ
P/ｻﾀ/ｍ

ねずみのすもう
大和田 美鈴／絵

八百板 洋子／文
学習研究社 1992

みみちゃんえほ

ん
P/ｵﾐ

ふしぎなふえ

ブルガリアの昔話

八百板 洋子／再話

植垣 歩子／絵
福音館書店 2017 P/ｳｱ/ｍ

ほしをもったひめ

セルビアのむかしばなし

八百板 洋子／文

小沢さかえ／絵
福音館書店 2015

日本傑作絵本

シリーズ
P/ｵｻ/ｍ

むくどりとぶどうのき

ブルガリアの昔話

八百板 洋子　著

T.マノーロフ／画
福音館書店 1994

こどものとも年

中向き
P/ﾏﾃ

やぎとぎんのすず

ルーマニアの昔話

八百板 洋子／文

小沢 良吉／絵
鈴木出版 2007

チューリップえ

ほんシリーズ
P/ｵﾘ

わらのうし ウクライナの昔話
八百板 洋子／脚本

日紫喜 洋子／絵
童心社 2024

ともだちだいす

き

K/ﾜﾗ

※紙芝居

예뻐진 새색시

（きれいになったおよめさん）
야오이타 요우코／글 랜덤 하우스 2010

마음 성장 그림

책

WP/ｱﾐ/K

※韓国語版
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創作児童文学・絵本
書名 著者 出版社 出版年 シリーズ名 請求記号

あっくんとデコやしき
八百板 洋子／文

垂石 眞子／絵
福音館書店 2020

日本傑作絵本

シリーズ
P/ﾀﾏ

あっ、なかないで
フェーベ・シッラーニ／作・絵

八百板 洋子／文
学研 [1998]

学研ワールドえ

ほん
P/ｼﾌ

うそをついてごめんね

バレリ＝ペトロフ／さく

八百板 洋子／やく

鈴木 幸枝／え

学習研究社 1981
学研・たのしい

幼年童話
989/ﾍﾟ

おおきなやまのちいさなマー

モット
ルース・ヒュルリマン／作・絵

八百板 洋子／文
学研 2003

Ｗｏｒｌｄ　ｐｉｃｔｕｒ

ｅ　ｂｏｏｋ
P/ﾋﾙ

おつきさまとさんぽ
八百板 洋子／ぶん

平岡 瞳／え
福音館書店 2025

ちいさなかがく

のとも
P/ﾋﾋ

かしこいおんどり
ベネリン・バルカノフ／作・絵

八百板 洋子／文
学研 [1993]

学研ワールドえ

ほん
P/ﾊﾞﾍﾞ

きんいろとかげのおくりもの
ベネリン・バルカノフ／著

八百板 洋子／訳
学習研究社 1989

学研ワールドえ

ほん　１１
P/ﾊﾞﾍﾞ

きんのさかな
アンナ・ツッソ－バ／文・絵

八百板 洋子／訳
学習研究社 1991

学研ワ－ルドえ

ほん
P/ﾂｱ

くさはらのおんがくか
ニコライ・ストヤノフ／作・絵

八百板 洋子／文
学研 2008

Ｗｏｒｌｄ　ｐｉｃｔｕｒ

ｅ　ｂｏｏｋ
P/ｽﾆ

こならぼうやのぼうし
八百板 洋子／ぶん

高森 登志夫／え
福音館書店 2014 P/ﾀﾄ

さびしいドラゴン
ベネリン・バルカノフ／作・絵

八百板 洋子／文
学研 [1994]

学研ワールドえ

ほん
P/ﾊﾞﾍﾞ

だれのあしあと？
八百板 洋子／ぶん

かつや かおり／え
福音館書店 2006

ちいさなかがく

のとも
P/ｶｶ

ちいさなき
ルーク・クープマン

八百板 洋子／文
学習研究社 2001

学研ワールドえ

ほん
P/ｺﾚ

ちいさなはりねずみ
八百板 洋子／文

ナターリア・チャルーシナ／絵
福音館書店 2023 P/ﾁﾅ

なみとび
八百板 洋子／ぶん

荒川 暢／え
福音館書店 2011

ちいさなかがく

のとも
P/ｱﾐ

はしのうえで
八百板 洋子／ぶん

山内 ふじ江／え
福音館書店 2007

「こどものとも年

少版」１５選
P/ﾔﾌ

ぽぽとクロ
八百板 洋子／さく

南塚 直子／え
福音館書店 2012 こどものとも P/ﾐﾅ

もりでとびっこ
八百板 洋子／文

ナターリア・チャルーシナ／絵
福音館書店 2022

こどものとも年

少版
P/ﾁﾅ

もりのてぶくろ
八百板 洋子／ぶん

ナターリア・チャルーシナ／え
福音館書店 2011

幼児絵本ふしぎ

なたねシリーズ
P/ﾁﾅ

ゆきをさがして
リーク・コープマン／作・絵

八百板 洋子／文
学習研究社 2004

学研ワールドえ

ほん
P/ｺﾚ
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りすともりのあしおと
八百板 洋子／文

ナターリア・チャルーシナ／え
福音館書店 2022

年少ライブラ

リー
P/ﾁﾅ

도토리 꼬마의 모자

（こならぼうやのぼうし）
야오이타 요코／글 웅진씽크빅 2012

WP/ﾀﾄ/K

※韓国語版

누구 발자국일까?

（だれのあしあと？）
야오이타 요코／글 웅진씽크빅 2012

WP/ｶｶ/K

※韓国語版

파도 뛰기（なみとび） 야오이타 요코／글
여원미디어·

한국가드너
2013

WP/ｱﾐ/K

※韓国語版

다리 위에서（はしのうえで） 야오이타 요코／글
여원미디어·

한국가드너
2010

탄탄 생활속으

로

WP/ﾔﾌ/K

※韓国語版

숲 속의 장갑

（もりのてぶくろ）
야오이타 요코／글

도서 출판

아람
2008

WP/ﾁﾅ/K

※韓国語版

その他（童話の翻案など）
書名 著者 出版社 出版年 シリーズ名 請求記号

おおかみとしちひきのこやぎ
大和田 美鈴／絵

八百板 洋子／文
学習研究社 1993

みみちゃんえほ

ん
P/ｵﾐ

かぐやひめ 日本と中国のお

ひめさま３話入り

高橋 真琴／絵

八百板 洋子／文

学研教育出

版
2014 P/ﾀﾏ

きたかぜとたいよう
山口 みねやす／絵

八百板 洋子／文
学研 2009

学研のおとぎば

なし
P/ﾔﾐ

吸血鬼のおはなし 月刊たくさ

んのふしぎ288号

八百板 洋子／文

斎藤 芽生／絵
福音館書店 2009

月刊たくさんの

ふしぎ
JZ05/ﾀ/288

シンデレラ ペローとグリムの

おひめさま

高橋 真琴／絵

八百板 洋子／文

学研教育出

版
2011 P/ﾀﾏ

高橋真琴のおひめさまものが

たり

高橋 真琴／絵

八百板 洋子／文
Gakken 2022 908/ﾀ4

にんぎょひめ アンデルセンの

おひめさま

高橋 真琴／絵

八百板 洋子／文

学研教育出

版
2013 P/ﾀﾏ

マッチうりのしょうじょ アンデ

ルセン童話

八百板 洋子／文

岩本 康之亮／絵
学習研究社 1990 学研えほん館 P/ｲｺ
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